
災害時に自分や大切な家族を守るのは知識と備え
です。防災は日常に転がっており、生活と密接に
つながっています。防災を難しく考えず、簡単な
日常の行動と結び付けて取り組んでいきませんか。

【問い合わせ　地域安全課（☎㉒7444）】

日常防災
Everyday disaster prevention

いまからできる！

　昨年11月に羽咋市と藤岡市の姉妹都市提
携35周年を記念し、藤岡市から受贈し、コス
モアイル羽咋に植樹した天然記念物「冬桜」
の苗木が、今年４月に初めて一輪の花を咲か
せました。
凜
りん

とした美しい淡い紅色の花が咲き、春と
冬の二度花を咲かせる冬桜の成長を今後も見
守っていきたいと思います。
　また、交流活動を推進するため、このたび
藤岡市を訪問する羽咋市民に対し、交流活動
を推進するため、補助制度を新設しました。
　今後も羽咋市と藤岡市との交流をますます
深めていきたいと思います。

姉妹都市提携35周年記念植樹

冬桜の初めての開花
石川県 羽

はく

咋
い

市
姉妹都市

～藤岡の文化を探る
～

【問い合わせ 文化財保護課（☎㉓5
997）】

No.74
５月５日は薬の日
～薬にまつわるよもやま話～

【 【

電気の契約切り替えの電話勧誘・訪問販売に注意

　知らない事業者から「今よりも電気料金
が安くなります。電気料金の明細を教えてほ

しい」という電話があった。言われるまま検針票
の個人情報などを伝えたところ、昨日、電気契約
の切り替えの書類が届いた。後でその事業者から
電話があり、初めて先日の電話で契約の申し込み
になっていたことが分かった。どうしたら良いか。

　事業者からの電話で契約の申し込みに
なり契約書面が送られてきた可能性があ

ります。電話勧誘・訪問販売で契約切り替えを
承諾した場合、契約書面が届いてから８日間以
内であればクーリングオフができます。電力の
小売全面自由化以降、電話勧誘・訪問販売に
よる電気の切り替えに関するトラブルの相談が
寄せられています。電話・訪問を受けた際には
事業者名を確認し、切り替えの意思がなけれ
ば個人情報は伝えず、きっぱり断りましょう。切
り替える場合は、契約期間や解約時に違約金
が発生しないかなどの契約条件を必ず確認しま
しょう。困った時は消費生活センターや経済産
業省電力・ガス取引監視等委員会の相談窓口
（☎03・3501・5725）に相談してください。

消費生活の相談は市消費生活センター　☎fax兼用⑳1133（来庁相談要予約）　相談時間  平日午前9時～午後4時

災害時にも役立つアウトドアグッズ

　調理に使うバーナーです。キャ
ンプの際の調理用ですが、災害時
にも便利です。ガス缶も同時に備
えておく必要がありますが、リュッ
クなどに収納しやすいものです。

　キャンプ用のマットレスは避難所
や車中でも使用できます。エアータ
イプであればコンパクトに収納でき、
使用時には自動で膨らむものもあり
ます。

　ワンタッチで開くテント
です。複雑な組み立ては必
要なく、簡単に避難所など
でのプライバシー空間を確
保できます。

　キャンプなどのアウトドアレジャー向けのグッ
ズの中には、災害時にも役立つものがたくさんあ
ります。形は似ていても、機能に差があったり、
価格がまちまちだったり、収納しやすさが千差万
別だったりとさまざまです。
　特別に災害への備えをするのではなく、これを
きっかけに、レジャー用品をそろえながら、自分
にピッタリなグッズを探してみましょう。

  ワンタッチで開くテント

  ソーラー充電で使用できるランタン

  ガスバーナー

  エアータイプマットレス

こちらは、照明用
のランタンです。停
電時にもソーラー充
電で使用できます。
照明として使用する
だけでなく、スマー
トフォンなどの充電
に使用できるものも
あります。

　５月は暖かく花や緑の美しい季節ですが、気
温の変化もまだ不安定な日が多く、４月からの
新生活の疲れも出て、心や体に負担が掛かりや
すい時期です。
　あまり知られていませんが５月５日は「薬の
日」です。その由来は、日本書紀の推古天皇の
時代に兎

う

田
だ

野
の

で行われた５月５日の薬
くすり

猟
がり

の記事
にうかがえます。薬猟とは薬の原料となる鹿の
若角やヨモギ・ショウブなどの薬草を得るため
の習俗で、中国の５月５日の薬草採取と朝鮮な
どでの鹿を狩る王権の狩猟儀礼が合わさって推
古天皇の時代に宮廷儀礼として成立したといわ
れ、宮中の恒例行事として発展し５月５日は
「薬

くす

日
りび

」とされました。
　1950年代ごろまで、多くの人々は身体の具合
が悪くなると野山に生えているドクダミ・ヨモ
ギ・センブリなどを取ってきて、乾燥させたも
のを煎じて飲んだり、膏

ごう

薬にしたりしていました。

昔は治療費が高額で、重症
のとき以外は医者にかかり
ませんでした。
　そのような中、江戸時代
から続く行商人の「薬屋さ
ん」の存在は大きく、藤岡
においても市内各地域に富
山・新潟・奈良などから薬
屋が来ていました。富山の
薬屋は、大きな風呂敷に薬
を入れた行

こう

李
り

を背負ってやっ
てきました。定期的に顧客
の家を訪れ、風邪薬・傷薬・
胃腸薬などの置き薬の袋や
箱を点検して、使った薬の
分を調べ、補充し、使った
薬の分の代金を請求しまし
た。

藤岡の薬種店の看板
（『諸国道中商人鑑』より）

初めて開花した冬桜
（コスモアイル羽咋）
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